
 

 

統一論題：「対話としての経営学」 

10月 2日(土)・大会 2日目 13:30~14:50（D会場：1101）（120分） 

 

●セッション【16】特別セッション 

＊セッション・リーダー 
［ 概 要 ］ 

 

木を切るのにはノコギリが適していますし、外科手術にはメスが必要です。用途に合った道具を選ぶ

ことが大切です。現在、経営学でも実証的な研究の手法が大きく進展しています。その一方で、重要

な問いや分析の対象はビジネスや社会のあり方によって大きく変化します。問いや分析対象、あるい

は仮説や利用可能なデータが異なれば、適した研究手法も異なるはずです。手法に合わせて問いや

仮説を考えるのではなく、問いや仮説に合わせて適切な手法を用いることは大切です。本セッション

では、『組織科学』第 54 巻 4 号と第 55 巻 1 号での「経営学の道具箱」特集の執筆者にもう一度集

まってもらい、特集号では書けなかった道具の長所と短所、上手い使い方、まずい使い方を説明して

もらった上で、道具の組み合わせによる新しい研究の開拓をフロアを含めて議論していく予定です。 

 

［ 参加者へのメッセージ ］ 

 

ノコギリで外科手術をしようとしている方や、メスで木を切り倒そうとしている方、ご自身、あるいは指

導する学生の道具箱をアップデートしたいと思われる方、そして、手法の組み合わせにより研究の新

たな開拓を行えないかと考えている方に、ぜひとも参加していただきたいと思います。また、経営学に

はさまざまな研究手法があり、その全てを本セッションの登壇者でカバーできるわけではありません。

そのため、特集号で取り上げた手法以外で研究を進めている方々にもぜひとも参加していただき、ご

意見をいただければと願っています。ぜひとも、組織科学の『経営学の道具箱』の I と II（54 巻 4 号と

55 巻 1 号）を読んでからご参加ください。 

「経営学の道具箱」 
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